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緒戸

埼玉県下における肝吸虫については，赤沼(1892)によ

り北埼玉郡に感染者を見出し，その後，樋口 (1938)が岩

槻太田町地内，元荒川産モロコ,,タナゴ，ハヤに肝吸虫

メタセルカリアを認め，最近では Ritchieet al. (1953) 

が北葛飾郡5ケ村住民620名を調査し， 8.1 %の肝吸虫

感染者を見出しているこのほかには衛生当局による一

般寄生虫卵検査成績による一部地域の成績があるのみ

で，県内の肝吸虫の分布侵淫程度などの調査発表はみあ

たらない

しかし，小宮ら (1950)および鈴木ら (1957)の利根川上

流にあたる群馬県館林地方における住民および淡水魚の

感染例，井出(1935a, b), 磯田 (1952),稲垣(1954),多田

11956)などによる，利根川下流地方における淡水魚よりの

肝吸虫メタセルカリア検出例は，現在も利根川水域が，肝

吸虫の流行地であることを予想せしめるに十分である

著者らは， 1959年から肝吸虫の予防対策資料をうる

ため，埼玉県内における肝吸虫感染者の状況，マメタニ

ニシの分布，さらに淡水魚の肝吸虫メタセルカリアの検

出などについて，組織的調査を行なつているので，現在

までの知見を報告する

調査地の地勢ならびに成因

埼玉県の地勢は，県のほぼ中央を北西から南東に貫流

し東京湾に注ぐ荒川をはさんで，西方は秩父山地と丘陵

からなり，その東方は，おおむね平坦な低地で，広大な

水田農耕地を形成する．今回の調査は，その低地につい

て実施した

調査地の北方は，群馬，茨城県を境する利根川が東流

し，東方は利根川分流の江戸川が千葉県境を南流して東

京湾に注いでいる対象地域は，前記の河川と西方を

流れる荒川にかこまれた紡錘形の地方で，全面績は約

1,250 km2, その内域は北埼玉，北葛飾，南埼玉，北足立

の各郡と大里郡福川流域が含まれている調査地の地形

は，南埼玉と北足立両郡にまたがる波状起伏の洪積台地

を除くほか，地域の大部分は沖積地によつて構成され，

利根川沿いの高地で，標高20-15m余，南東に向つて

緩い勾配をもった低湿地であるこの地方は古来，利根

川，渡良瀬川，荒川などの山地河川が自然乱流していた

平坦湿地的成因をもち，旧河道の古利根川，庄内古川，

元荒川が，この地方の水田地帯を南東に緩流し吉川町周

辺で合流し中川本流となり東京湾に注流するまた綾瀬

川および荒川支流の芝川，鴨川は洪積台地に多数の小開

析谷をつくり，南東に流れている

このように幾多の河川とその流域は，池沼，廃川，水

溝など無数に存在する立地条件で，温水性淡水魚貝類の

温床地となり，農村の副業的養魚と併せこの地方の魚獲

量は豊富である． したがつて海洋水域をもたない本県の

場合，この地方住民は手近にえられる蛋白源として昔か

ら淡水魚が多く摂られている

‘ 調査ならびに検査方法

1) マメタニシの調査

調査は， 1960年から検索調査が容易な 6月から 10月

の間に主として実施した

その方法は，対象河川，池沼などについて採集網（タ

テ 30cm, ヨコ 50cm, フカサ 5cm,5mm目金網張り

飾） を用い水中植物を時には， 地床面から， 土，木竹

片， 瓦， 陶器片などを， 静かに掬いとり， さらに水洗

飾に移し水洗し，マメタニシを見失なわぬよう捕集につ

とめたまた水辺の抗木， r戸垣，さらに葦などの茎葉も

探索したまた冬期(11月-3月）の泥土潜息時には，地

床泥土を 5-15cm程度の深さで採土し，捕集も行なつ

た．

(48) 
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埼玉県東部地方略図 凡 例

栃 木
＠ マメタニシ発見地

9 淡水魚採取地
（％） 住民感染率
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第 1図調査地略図
(1)ひようたん池 (3)仕出沼 (7)旧渡良瀬（廃川） (15カ所路） (19)切所跡 (20)東谷沼 (21)すのこ沼 (22)地蔵院沼
(23)宝蔵寺沼 (24)新田沼 (25)しらず池 (26)善定寺池 (27)南吉野沼 (28)内沼，高須加沼 (30)はすがら池 (31), 
(32)久兵衛沼 (33)小合溜井（廃川） (34)宝泉寺沼 (35)柴山沼 (36)山の神沼 (37)前沼 (38)西城沼 (39)東城沼 (40)
黒浜上沼 (41)黒浜下沼 (42)ひら沼 (43)慈恩寺沼 (44)末田須賀堰（元荒川） (45)糠田沼 (46)白山沼 (47)おつぽり
(48)江戸川跡 (49)吾庵池．

(49) 
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これらの検索調査は，系統的にあるいは，反復検索す

るなど正確を期した．

2) 淡水魚の肝吸虫メタセルカリアの調査は，各調査

地点において漁獲した淡水魚を同定分類し，．その淡水魚

の各部分の圧平した標本を鏡検し，本虫メタセルカリア

の寄生度を調査したさらに固有宿主である猫を用いた

飼食実験を行なった実験には生後 150日前後で，糞便

検査により肝吸虫卵陰性，健康状態は正常の猫を用い

た．供試魚は新鮮魚をそのまま秤量，細切し，その全部

を与え，糞便の虫卵検査により感染の成否を観察し，剖

検により成虫の確認を行なつた．

3) 住民の感染状況調査は，マメタニシの調査と併行

し，調査地内の一般住民について実施した

検査の方法は，分島ら (1961) の新集卵法 (Weller-

Dammin法の変法）による標本(18Xl8mmカバーグラ

ス） 2枚により検査した．調査地の選定は，市町村単位

に2-3部落を選び，全居住民を対象としたが，諸種の

事情により提出が極めて悪い部落もあり，全住民の便を

集めえなかった各部落の検査実数を市町村単位に集計

した 22市町村（地区）の検査総数は 17,750名である

マメタニシの分布調査

マメタニシ(Parafossarulusmanchouricus)の調査は，

調査地の沖積低湿地帯に散在する殆んどの池沼(125),

田堀(67),廃川(34), その他，水溝および関係 9河川

315個所について検索を行ない， そのうち池沼(37), 田

堀(3)'廃川(3)' 河川本流(1)' 水溝(5)の計49個所に

マメタニシを認めたその分布状況は第 1図のとおりで

ある

1) 地理的分布

マメタニシの分布は，第 1図にみられるように，県北

の利根川水系では，渡良瀬川と利根川の合流地点にあた

る北川辺村においては， 河川， 池沼など 23個所を検索

し，そのうち大部分の池沼と水溝など 18個所にマメタ

ニシを見出したさらに利根川南岸では，福川下流から

栗橋町にかけて，庄内古川上流を含む北埼玉郡の全域と

北葛飾郡上流の 11池沼に見出し，利根川水系流域では

29個所の棲息地を認めた．

しかし，古利根川流域では，僅かに鷲宮町の 1池沼に

認めたほかその上流の加須市，騎西，菖蒲町周辺にある

多数の池沼，田堀，水溝を検索したが，見出しえなかつ

た．

江戸川流域では，上流の幸手町に見出し，下流にいた

り県の東南端にあたる三郷村において，松戸市（千葉）と

葛飾区（東京）との境界地点の小合溜井（旧江戸川分流の

廃川で現在東京都水上公園）その他附近の 2池沼でマメ

タニシを認めた．

元荒川流域では，岩槻市の後背地から蓮田，白岡町に

かけて存する 9池沼に分布し，またその下流，未田須賀

堰にマメタニシを認めたが，これは調査地をとりまく 3

河川および内域6河川の本流について検索調査した64

地点のうち，ただ 1個所の棲息地であったしかし，元

荒川の上流で鴻巣市周辺に散在する多数の検索地および

岩槻市の下流にあたる越ケ谷市地方からはマメタニシを

見出しえなかつた．

荒川流域では，その上流の鴻巣市附近から大宮市遊馬

地区の間で，荒川堤防沿いの 5池沼に認めたが，与野市

周辺から川口市にいたる下流地方では見出されず，また

鴨川，芝川流域および綾瀬川ではその上流の原市沼周辺

から下流の草加， 八潮地方にわたり， 多数の池沼，田

堀，廃川などを検索したが，いずれもマメタニシを見出

しえなかった

これら棲息地を大別すると，利根川水系では利根川と

渡良瀬川の合流地点，庄内古川の上流地点，元荒川の中

流地点および荒川の中流地点に分けることができるな

おこの他に江戸川下流地点で，東京，千葉との境にある

小合溜井は，これら地区とはなれて存在することは既述

した． その分布範囲は 5郡域において 15市町村に分布

する

一方，今回の調査からは，大宮，岩槻，春日部などの

市街地を東西に連ねた波状起伏の台地から南方に広く展

開する低湿地で，荒川左岸から中川右岸にいたる地域か

らは，全く認められていない

2) マメクニシの棲息濃度

棲息地において，マメタニシの棲息濃度は，池沼によ

り相当の較差がみられた最も濃厚に棲息すると考えら

れる地区として北川辺村が挙げられる．

この地区の池沼では夏期 (7-8月）に， 既述の捕集網

を用い，クロモ，セキショウモなどの水中植物を掬うご

とに 5-10個のマメタニシの捕集は容易である． とくに

仕出沼（調査地 No.3)は濃厚に棲息し，水辺のアシ，マ

コモあるいは，水中に繁茂するクロモ，キンギョモ，カ

ガブタ， ドチカガミ， ヒシなどを地床面から（水深1,..,
ヘ

1.5 m) 1掬すると，その茎葉(0.6-1.5kg)に附着するマ

メタニシは，毎回 30-160個にも達し，ときには， 1掬

の捕集数253個(1962年 8月， 水温27.5℃)を算えた

(50) 



第
1
表
淡
永
魚
の
肝
吸
虫
メ
タ
セ
ル
カ
リ
ア
惑
染
状
況

採
取
地
名
調
査
魚
名

N
o
.
 
調
査
年
月

学
名
喜
胴 匹
体
長
(
c
m
)
 
体
重
(g
) 

染 数
感 匹
1
個
体
寄
生
数

最
低
～
最
高

そ
の
他
の
吸
虫
類

メ
タ
セ
ル
カ
リ
ア

ー
北
川
辺
村
（
旧
渡
良
瀬
）

19
61
. 
7
 

2  
北
川
辺
村
（
仕
出
沼
）

'6
2
.
 9
 

ロ カ

ッ
モ イ

3  

北
川
辺
村

（
ひ
よ
う
た
ん
池
）

'6
3.
 
8
 

ゴ
ナ

口

ッ タ
ラ

モ

モ フ 一 モ タ オ 一 タ モ バ

（ ・ — ● _ - 1 ヽ ( : · - 9 - - 、

f

' ’

•• 
t , ＇ し

ツ

4  

白
岡
町
（
柴
山
沼
）

'6
1.
 
8
 

”
 

コ< 之 ゴ コ ワ コ コ
--

( 5 1 )  

5  

三
郷
村
（
小
合
溜
井
）

'6
2.
 
3
 

1 0 0 - 3 4  0 0 0 0  

ゴ ゴ カ ゴ コ ゴ イ ナ ギ
サ

ナ

口

チ

ッ タ ダ ッ タ

ラ モ ― フ カ

モ バ ワ モ タ バ コ フ ワ

( . “J ! ‘、 | v
.•.•.•

 
i  .. , 1 ―、

P
s
e
u
d
o
r
a
s
b
o
r
a
 p
a
r
v
a
 

C
 ar
as
sz
us
 
ca
ra
ss
zu
s 

G
n
a
t
h
o
p
o
g
o
n
 
el
on
ga
tu
s 

Z
a
c
c
o
 p
l
a
t
y
p
u
s
 

R
h
o
d
e
u
s
 o
ce
ll
at
us
 

o l - 1 1 6 1  ー 7 1 2  

Is
ch
ik
au
ia
 
st
ee
na
ck
er
i 

C
y
p
r
i
n
u
s
 c
ar
pi
o 

H
y
p
o
r
n
e
s
u
s
 o
li
du
s 

0 3 9  1 0 0  6 1 1 1  

1 1 1  

4
.4
-
7
.
9
 

.
 14
.0
 

4
.
0
-
1
0
.
0
 

5
-
6
.
5
 
8
.4
 

3
.
3
-
4
.
0
 

3
.
4
 

2.
7 

5
.
5
-
7
.
5
 
8.
8 

9
.
0
-
1
5
.
5
 

5
.
3
-
9.
0 

5
.
5
-
7
.
0
 

4
.
2
-
5.
5 23
 
12
.5
 
12
 

0
.
9
-
4
.
5
 

41
 

3.
4 

8 0 - 0 5 0  ー 1 1 2  

7
-
5
0
1
 (
平
均
73
)

1
-
1
3
(
平
均
3.
5)

2
 

5
-
1
3
(
平
均
9
)

4
 (
平
均
0.
4)

C.
 
or
ie
nt
al
is
 

H
.
 
me
to
rc
fi
is
 

H
.
 
n
i
p
p
o
n
i
c
u
s
 

1
-
4
9
8
(
平
均
53
)

2
-
61
(
平
均
22
)

H
.
 n
i
p
p
o
n
i
c
u
s
 

0 5 6 0 9 5  . .  ・ O  4 .  

6 2 1 2 0  

~ ～ ~ 2  

5 5 9  

． ． ．  

1 1 0  

1
-
4
(
平
均
2.
3)

1
-
2
 

E.
 
ov
if
or
mi
s 

6  

羽
生
市
（
与
兵
衛
新
田
）

'6
3.
 
8
 

大
宮
市
遊
馬

（
お
つ
ぽ
り
）

'6
3.
 
8
 

大
宮
市
遊
馬

（
江
戸
川
跡
）

'6
3.
 
8
 

春
日
部
市
幸
松

（
庄
内
古
川
）

'6
2.
 
3
 

幸
手
町
上
高
野

（
古
利
根
Jf
!)

'6
3.
 
8
 

モ
ツ
コー

7  
4
.
5
-
5.
 7
 5
.
5
-
6
.
7
 

7  8  ，  10
 

゜
モ オ
、̀ ’.,＇‘

ッ

イ
カ

コ‘ ヮ

5 4  ー
4
.
5
-
5.
8 

5
.5
-
6
.
7
 

1
.
4
-
3
.2
 

3
.
0
-
4.
7 

0 0  
H
.
 
n
i
p
p
o
n
i
c
u
s
 

モ モ

ツ ッ

コ` コ`
E.
 
o
v
i
f
o
r
m
i
s
 

‘ コ ワ ゴ
ナ

ヵ

ッ タ

ラィ

モ オ ー モ オ バ

‘ ! i‘ (  ••••.
 
- ＼  

ツ

イ
カ
ワ

コ,-

13
 

7  6 7  

5
.
3
-
6
.8
 

5
.
2
-
6
.
8
 

4
.
5
-
4
.
7
 

7
.7
-
9.
3 

2
.9
-
6.
2 

1
.
4
-
3.
2 

1
.
4
-
1.
7 

5
.
6
-
1
5
.
0
 ゜ 0゚ 0
 

11
 
岩
槻
市
高
曾
根

（
元
荒
川
）

'6
3.
 
8
 

9 7 2  ー
5
.
7
-
8.
4 

6
.
9
-
1
0
.2
 

5
.
2
-
5.
7 

12
 
浦
和
市
内
間
木
（
芝
JI
!)

'6
3.
 
8
 

越
ケ
谷
市
（
綾
瀬
川
）

'6
3.
 
8
 

モ
ツ
コ

5  
4
.
3
-
5.
5 

13
 

3
.
1
-
5.
6 

4
.
3
-
1
0
.
6
 

1
.
2
-
2.
3 

1
.
0
-
2
.
5
 

2
-
4
 

H
.
 m
et
or
ch
is
 

゜
モ
ッ
コ‘

8  
4
.
7
-
7
.
0
 
2
.
2
-
7
.
2
 ゜

4 2 9  



430 

第 2表 淡水魚の試食（猫）実験成績

No. 魚 名 供食期間 投与
投（平(与g均)量） 解剖日 飼育

成績 採集地区名匹数 期間

Al 
モ ツ コ`  1960. 9. 14 559 988 1960. 10. 24 

41 (+) 無数Pseudorasbora parva -10.5 (1 387 ) (死）2 タモロコ II 8. 15 29 1961 1 . 26 
133 (+) 260隻2 Gnaノtぐhopラogタon elongatus -9 15 (1 223) 2 3 うコ-- 61.8. 15 99 

Rhodeus ocellatus -9. 2 (2. 28) 3 
4 

フ ナ II 8. 15 59 2,8 
C arasszus carasszus -ll 15 (51 5) 6 

5 
コ イ II 8. 31 ， 22 ,14 
Cォyprinus carpio -ll 15 (378) 5 

6 
イカワ " 11 7 16 

Zacco platypus -12. 1 
(3,0757 ) 

7 
カム Jレチイ II 8. 31 ， 
Ophicephalus argus -10. 31 (342) 

'62. 2. 12 229 Bl モ ツ コゞ
-2. 28 111 (342) 

Cl モ ツ コ`  
'60. 7. 26 

200 650 
-10. 26 

2 モ ロ コ
11 7. 21 

460 -10. 26 

3 He＝mコib`aイrb（uセsッbaポrb）us " 7. 12 12 -10. 31 
11 ? 30 4 

” -ll 7 
21 

5 フ う tt 7. 30 
60 -ll 4 

" 7. 12 6 コ イ
- 9 28 
， 
(283) 

これに反し，荒川流域では，江戸川跡 (No.48)をの

ぞけば， 1池沼について 2-3個の捕集も困難な稀薄池

沼が多い

その他江戸川下流，元荒川流域では，池沼により程度

の差はあるが，概して水中植物を掬うごとに 3-10個内

外捕集できるしかし，庄内古川上流を含む利根川流域

においては，前記水系と比較して棲息濃度は若干高いよ

うに考えられる．

淡水魚の感染状況

第二中間宿主である淡水魚の肝吸虫メタセルカリアの

寄生状況は，第 1表のとおりである

すなわち，調査地の北方（北川辺），中央（白岡），南方

（三郷）で，マメタニシを見出した 3地点から漁獲したモ

ツゴ (Pseudorasborapar-va), その他各種淡水魚を調査

したが，そのうち，北川辺のモツゴ 10尾中 8尾(80%),

白岡のモツゴ 10尾中 1尾(10%) , 三郷のモツゴ10尾中

3尾 (30%)に肝吸虫メタセルカリアを見出し， その 1

個体当りの寄生数は， 北川辺のモツゴは 7-501個で 1

尾平均73個であり， 三郷のモツゴでは 1-4個， 1尾平

均 2.3個であった．

（死）
" 9. 7 23 (+) 3隻（死）

11 12. 26 133 (-) （北川辺（旧渡良瀬）

" 12. 26 118 (-) 

" 12. 26 50 (-) 

" 12. 26 118 (-) 

'62. 3 26 43 (+) 165隻 三郷（小合溜井）

'60. 12. 14 142 (+) 15隻

11 12. 14 147 (+) 5隻

11 12. 14 155 (+) 7隻
屑斥日部（庄内古川）

11 12. 8 132 (+) 53隻

" 12. 27 121 (-) 

11 12. 14 155 (-) 

一方，淡水魚の猫への飼食実験（第2表）では，北川辺

のモツゴ，タモロコ (Gnathopogonelongatus), バラタ

ナゴ (Rhodeusocellatus)および三郷のモヅゴ，庄内古

川（春日部市幸松地区）のモツゴ，タモロコ，ニゴイ (He-

mibarbus barbus) を投与したそれぞれの猫から肝吸虫

の成虫をえた．

この実験では， 1匹の猫に与えた寄生魚数および地域

別の淡水魚の種類も一定しないので，これら 3地点につ

いて寄生度の比較を行なうことは困難であるが北川辺の

淡水魚が一般に高いようである．

埼玉県およびその鳳辺における淡水魚の肝吸虫メタセ

ルカリアの感染状況に関しては，小宮ら (1950)は群馬県

邑楽郡地方において，モツゴ(74/126),タモロコ (8/13),ヤ

リタナゴ(11/14),バラタナゴ（心）に肝吸虫メタセルカリ

アを見出し，また鈴木ら (19豆7)も同じく邑楽郡地方にお

いてモツゴ(2ん），バラタナゴ(1ん。）に認めている（括孤内

の数字は分母が調査匹数，分子は感染数を示す）．

二瓶ら (1963)は，利根川中流域に属する 36個所（群馬

県前橋市，伊勢崎市，藤岡町の附近，埼玉県北川辺村附

近）からえた淡水魚 112匹について調査じ， 北川辺村附

(52) 



近でえたイシモロコ (9/14)とタモロコ (5/10)から，また栃

木県藤岡町附近でえたイシモロコ (5/1s)にそれぞれ肝吸

虫メタセルカリアの寄生を見出しているが，他の地点か

らは見出しえなかつたことを報告している

さらに二瓶(1961)によると，江戸川産（江戸川区小岩

7丁目先を基点にして，その上下流 7.5kmの地点 10

余個所から採集）の各種淡水魚を検したが，肝吸虫メタ

セルカリアを全く見出しえなかつたと報告している

著者らの成績およびこれらの成績から第二中間宿主で

ある淡水魚の肝吸虫メタセルカリアの寄生状況は，利根

川水系では，その上流ではみられず，群馬県邑楽郡地方

においてその寄生が認められ，渡良瀬川との合流地点で

ある北川辺村周辺において最もその寄生度が高いその

下流地帯では，その濃度が低くなるように考えられる

ただし，利根川本流の霞ケ浦周辺においては，最近の報

告はないので，その実態は不明である

その他の水系で！ま，元荒川水系の中流部附近よりえた

淡水魚にその感染を認めた以外は，江戸川の下流地点で

ある小合溜井を除いて，淡水魚に肝吸虫メタセルカリア

の感染を認めるにいたらなかった

一方，庄内古川の最上流地点である羽生市附近では，

マメタニシの棲息もみられ，かつ利根川に近いが，今回
----の成績ではその感染は認められなかつた

また古利根川本流の上流地点，綾瀬川の下流地点，芝

川の中流地点および荒川水系では，極めて稀薄ではある

がマメタニシの棲息がみられた池沼でえた淡水魚からも

肝吸虫メタセルカリアは全く認められなかつた．

以上の成績から本調査地では，大別して，渡良瀬川と

利根川の合流地点，庄内古川の中流地点，元荒川の中流

地点および江戸川下流にある小合溜井の 4地区の淡水魚

にその感染が認められたことになる

これら淡水魚の調査は，調査地，淡水魚の種類，その

検査数が少ないので，この調査結果をもつて，この地方

全般について論ずることは尚早と考えられるが，第二中

間宿主における肝吸虫メタセルカリアの寄生状況は，マ

メタニシの棲息濃度とほぼ一致し，県北に濃厚で県南地

方にその濃度は低いということが推定できよう

つぎに，肝吸虫メタセルカリア寄生魚の種類である

が，第 1表および第2表でみられるように比較的生食さ

れる機会の多いコイ，フナのいづれからも，その感染を

認めえなかったコイ，フナの場合，小宮ら (1962)は肝

吸虫メタセルカリアの寄生は極めて少ないが，その生食

頻度から，わが国における肝吸虫の重要な感染源であろ
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うと推定している

著者らは， 1958年に春日部住民の検便で，肝吸虫感

染率(25.6%)の最も高かつた幸松地区（庄内古川沿岸）

の53家庭について，淡水魚の摂食様式を調べたところ，

その調理方法として， コイ (68.0%) , フナ(58.5%) , 

ライギョ (54.7%), ニゴイ (34.1%)が生食されること

を知りえたすなわち，コイおよびフナは，この地区で

も最も生食頻度の高いことから，今回，例えこれらの淡

水魚に肝吸虫メタセルカリアを見出しえなかつたとはい

え，感染源として今後さらに検討する必要があろう

なお，庄内古川で漁獲したニゴイ（方言セッボ，サイ）

の飼食実験により No.3-4号猫から肝吸虫の成虫 7-

53隻を検出した

ニゴイからの肝吸虫メタセルカアの検出例は， 井出

(1935)により初めてなされた報告があるのみで，その成

績によれば，茨城県霞ケ浦及び周辺河川でえたニゴイ7

尾を検し， 1尾平均9.9個の寄生を認め，さらにこれを

実証するため家兎を用いた動物実験により感染を証明し

ている

また，ニゴイは利根川，江戸川，荒川および調査地の

庄内古川，古利根川，元荒川など諸川に広く分布し，こ

の地方で容易に入手できることから，コイ，フナ以上に

好んで生食される摂食頻度の高い淡水魚といえる．

したがつてこれら住民の摂食調査，あるいは動物実験

成績から，ニゴイが，この地方における感染源の一つと

して注目される必要がある

住民の感染状況

1959年から調査地域内の一般住民 17,750名について

実施した検便成績は，第3表のとおりで，肝吸虫の感染

状況は，調査地であった23地区（市町村単位）のうち，感

染率が最も高いところは，県北の利根川と渡良瀬川の合

流地点にあたる北川辺村 (2ケ町村合併）の 5地区で，

住民 1,150名を検便し， うち268名の肝吸虫感染者を見

出し， 5地区 (7.1 % -32. 6 %)の平均感染率は 23.3

％であったついで北川辺村の対岸にあたる利根川南岸

流域5地区(2,289名）では，栗橋町の 13.8%が高く，最

低は行田市の 4.3%で，これら北川辺および栗橋地方を

含む利根川水系地区では平均 13.5%と なる．

鈴木ら (1957)は，同一水系に属する群馬県館林地方 6

地区住民930名を調査し，平均 14.84%の肝吸虫感染者

を見出し，平均感染率では本邦においてもかなり高いも

のと報告したこれに較べ利根川水系 6地区の感染率は，

鈴木らの報告に近く，とくに北川辺村においては，はる

(53) 
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第 3表 寄生虫卵検査成績 (1959-1962)

地区別 調査人員 肝感吸染率虫
主なる寄生虫感染率

水系別
錮虫 鉤虫 鞭虫 饒虫 東毛虫 横川吸虫

北川辺 1,150 268 45 727 44 4 23 66 
(23. 3) (3. 9) (631. 287 ) (3. 81) 2 (0. 34 ) (2.04 ) (5.72) 3 

栗 橋 327 45 6 
(13. 8) (111 .8) (57 .2) (4.32) 7 (1.27 ) (1.22) 1 (7 .01) 0 

大利根 495 48 295 
(9.7) (2.2) (59. 66 ) (5.5) (1.4) 5 (4.23) 2 (2.02) 3 

加 須 554 38 17 31 21 
（庄利内根古川川流上域流）(6.9) (3.1) (57. O) (3. 8) (0. 912 ) (5.814 ) (4.224) 、

羽 生 632 53 12 225 22 
(8.4) (1. 9) 

(35. 6) ゚ (3.520 ) (1.9) 1 (2. 21) 5 (3.8) 3 
行 田 281 12 8 10 

(4.3) (2.8) (35. 6) (7 .1) (0.4) (5. 3) (1.1) 
計 3,439 

464 
(13.49) 

幸 手 288 27 5 144 6 8 1 12 
(9.4) (1.0) (50.0) (1.22) 9 (1.614 ) (0. 230 ) (4.21) 2 

庄 和 437 29 63 201 
(6 .6) (14. 4) (46.0) (6.614 ) (3.2) 2 (4. 46) 2 (2. 7) 4 

松 伏 283 8 56 74 

（江庄戸内/II流域流中）， (2.85) 3 (19. 868 ) (26.1) 4 (4. 9) 6 (0.7) 5 (14. 8) 8 (1.420 ) 古川
吉 J[¥ 1,163 42 16 11 

下(4.5) 3 (5.8) 1 (36.4) 2 (14.912 ) (0.4) 3 (10.216 ) (1.6) 1 
郷 454 13 10 

(0.7) (28. 9) (22. 5) (20.3) (0. 7) (5.7) (0.2) 
計 2,625 120 

(4.57) 

鷲 宮 181 11 2 94 2 2 2 5 
(6.1) (1.1) 

1((54,1.648.87 0) ) 
(1.1) (1.26 1) (1.1) (2.8) 

騎 西 3,833 109 121 368 230 37 
(2.8) (3.2) 

(935. 68 ) (0. 7) (764.02 ) (1.0) 古利根川流域230 895 24,077. 7 54 56 春日部 4,389 
(5.2) (20. 3) (3) (8.2) (1.2) (15.9) (1  3) 

計 8,403 350 
(4.17) 

白 岡 415 23 8 203 34 6 7 4 
(5. 56 ) (1 9) (48. 9) (8.1) (1.4) (1. 72 ) (0. 92 ) 

蓮 田 301 5 149 17 6 
(1.0) (1. 9) (47. 5) (52.36 ) (2.0) (0.7) (0.75 ) 

宕山 槻 230 10 14 113 1 35 
元荒川中流域(4.4) (6.1) (49 .1) (11. 6) (6.4) (15. 2) (2. 2) 

越 谷 416 7 187 237 75 

゜
31 

゜(1. 7) (44. 7) (57 .0) (18. O) (7.5) 
計 1,362 43 

(3 .16) 

八 汐 224 1 65 49 59 2 4 

゜(0.4) (2912. O4 ) (21. 9) (26. 3) (0.9) (1.7 8) 
草 加 431 4 166 109 1 

゜綾瀬川流城(0. 9) (28. 8) (38. 5) (25. 3) (0.2) (1.7) 
計 655 5 

(0. 76) 

片 柳 496 4 16 163 40 1 12 1 
(o. 83 ) (31.23 ) (32. 8) (8.1) (0.23 ) (211 .4) (o. 2) 

大 宮 410 227 15 1 
(0.4 1) (3.1) (55. 3) (34.60 ) (o. 7゚) (2. 6) (0.2) 荒（ 川流域

戸 田 360 2 27 41 1 芝川・鴨川）
(1.1) (0.6) (7 .5) (11. O) (11.4) (0.3) 

計 1,266 11 
(0. 87) 

A ロ 計 17,750 993 
(5. 59) 

(54) 



かにそれを上回るもので，この地方がわが国においても

かなり濃厚な肝吸虫病の浸淫地であることを示す．また

西本(1957)がマメタニシの分布濃度，モツゴの肝吸虫メ

タセルカリアの感染率，住民の肝吸虫卵検出率と正比例

した傾向を示すとしているが，北川辺村においても既述

したごとくマメタニシの分布濃度，モツゴの肝吸虫メタ

セルカリアの寄生度によく一致していることが明らかと

なつた．

つぎに江戸川流域では， 利根川に接近した幸手町の

9.4%が高く， 概してこの流域は，下流に漸次低い傾向

がみられ，これら 6地区(2,625名）を平均すれば4.6% 

となる

ただし，小合溜井を含む三郷村(3ケ村合併）の調査で

は，住民の便の提出が悪く，必ずしもその実態を示すと

v、いがたいが， 小合溜井右岸の高須地区住民53名では

1.7 %, その他の地区を合わせた454名の感染率は 0.7

％であつた

しかし，小合溜井には，著者らによりマメタニシの棲

息が認められ，また淡水魚にも肝吸虫メタセルカリアを

見出している

Ritchie et al. (1953)は，これら地域にあたる旧三輪

野江村（現吉川町）住民に 4.7%,現在の三郷村にあたる

早稲田で 4.0%,彦成18.1%, 東和 11:・o% cその平均

且.03%)の肝吸虫感染者を見出しており，著者らの調査

からもこれら地域が肝吸虫感染の存することは，まちが

いないものといえる

また，この地区は，埼玉県においても最も南部にある

流行地であるということ，この地区が東京都との境界地

点にあることなどから，小合溜井対岸のこれら地区にも

感染の可能性が十分にあるものと推定できよう

古利根川水系では，流域の春日部市，その上流にあた

る騎西，鷲宮町周辺など 3地区(8,403名）の平均感染率

が4.2%であった．

ただし，ニゴイ飼食猫に肝吸虫を見出した春日部市

(5.2 %)およびマメタニシ発見沼が存する鷲宮(6.1%) 

地区にそれぞれ高い感染率がみられる

元荒川水系では，上流にあたる白岡町で 5.5%,岩槻

市高曾根周辺の 4.4%が高く，その下流にあたる越ケ谷

地方で 1.7%と低いまた，蓮田町周辺で，マメタニシ

棲息沼に近い黒浜地区の 3.7%, 貝塚周辺地区で 1.0%

とかなりの差があるが，これら水系 4地区(1,363名）の

平均では 3.2%の感染率である．

以上について， 肝吸虫感染状況を地域的に大別すれ

(55) 
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ば，利根川（庄内古川上流を含む）流域にあたる北埼玉

(13.5%), 江戸川（庄内古川下流を含む）流域にあたる北

葛飾(4.6%),古利根川流域(4.2%)元荒川を中心とする

南埼玉（八汐村を除く） (3.2%)の3郡域に広く分布し，こ

れら地域内 18地区 (15,829名）の感染率(23.3%-1.7 

％）を平均すれば， 6.2%となり， かなり感染率の高い

侵淫地と‘、いえる

これに反し，比較的感染者の少ない地域としては，綾

瀬川流域，芝川，鴨川および荒川下流域にあたる，主に

北足立郡の南部5地区(1,921名）では，平均0.8%と極

めて低い感染率を示し，しかもこの地域からはマメタニ

シを見出しえず，また淡水魚からも肝吸虫メタセルカリ

アを検出しえなかったことは頗る興味深い

総括

1959年から埼玉県の東部，低地帯においてマメタニシ

の検索，淡水魚の肝吸虫メタセルカリアの寄生状況，住

民の糞便検査による肝吸虫の感染状況を組織的に調査

し，以下の成績をえた．

1) 調査地に存在する殆んどの池沼および河川，水溝

など 315個所を検索し，池沼(39),廃川(3)'水溝(5)'

河川本流(1)の計49個所にマメタニシを認めた．

2) マメタニシの分布は，利根川水系では，利根川と

渡良瀬川の合流地点および庄内古川の上流地点，元荒川

では，岩槻市周辺の中流地点，荒川水系では，大宮市域

上流から鴻巣地点および江戸川下流の東京，千葉との境

界地点に存在し，その範囲は， 5郡域， 15市町村に及ん

でいる

3) マメタニシの棲息濃度は，池沼により差はある

が，概略して，荒川流域に稀薄で，その他の河川流域で

は，かなり濃厚に棲息し，とくに，北川辺村は最も濃厚

分布地である

4) 調査地の各地において，淡水魚を調査し，北川辺

のモツゴ，タモロコ，バラタナゴ，白岡のモツゴ，元荒

川のモツゴ，三郷のモツゴ，タモロコなどに肝吸虫メタ

セルカリアを認めた. 1個体の寄生数は，県北に多く，

県南に少ないまた庄内古川のニゴイの飼食実験（猫）に

より肝吸虫の感染を認めた．

5) 次に県内 3カ所からえられた各種淡水魚をネコに

試食せしめたところ，モツゴ，タモロコ，バラタナゴ，ニ

ゴイなどを与えたネコから肝吸虫の成虫をえたこの内

ニゴイについては，住民のニゴイ生食状況から考える

と，この地方における肝吸虫感染源の一つとして考慮す

る必要があろう
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6) 調査地内住民 17,750名の検便成績に基く肝吸虫

感染率は，利根川と渡良瀬川の合流地点で，北川辺村住

民の 23.3%が最も高く， 次いで利根川南岸流域地区住

民の 8.7%が高い埼玉県においても最も南部にあたる

三郷村高須地区では 1.9%であり，調査地内住民の感染

率は概して県北に高く，県南地方に低い

稿を終るに臨み終始御懇篤な御指導ならびに御校閲を

賜つた埼玉県衛生研究所長分島整博士，国立予防衛生研

究所寄生虫部長小宮義孝博士，同部鈴木了司博士および

麻布獣医科大学助教授板垣博博士に厚く御礼申し上げま

す．なお本調査にあたり埼玉県公衆衛生課長加藤敏忠，

調査地の加須保健所長荻野淑郎，関係保健所所長，職員

の方々の協調，御儘力下さつたことを記して感謝申し上

げ，北川辺村ほか関係市町村御当局の御協力に深謝いた

します．
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STUDIES ON CLONORCHIS SINENSIS IN SAIT AMA PREFECTURE 

1. ON THE HUMAN INFECTION, DISTRIBUTION OF ITS HOST 

SNAIL AND occu'RRENCE OF ITS MET ACERCARIAE IN THE 

FRESH-WATER FISHES IN THE EAST LOWLAND AREAS 

GUNJI SEKIGUCHI, SHIGEHIRO OZU, CHU」IROAIDA & RYUICHI URYU 

(Saitama Prefectural Hygiene Laboratory, Omiya, Saitama Pref) 

An extensive survey was conducted in 1959 to 1962 in an attempt to get information 

about the prevalence of clonorchis human infection, the distribution of its host snail, Parafos-

sarulus manchouガcus,and its metacercariae in the fresh-water fishes in the east lowland area_, 

-of Saitama Pref. The results obtained were as follows : 

1) Parafossarulus manchouricus, a host snail of Clonorchis sinensis, was found to 

inhabit in 39 ponds or marshes, 3 ruined rivers, 5 ditches and one river of all 315 areas 

surveyed. Its main habitats were on the area near the junction of the river Tone and Watarase, 

the uppef streams of the river Shonai-furukawa, the middle stream of the river Motoarakawa 

near Iwatsuki city, the upper streams of the river Arakawa near Oomiya city, and the down 

stream of the river Edo forming the boundaries'1 between neighboring prefectures, Tokyo 

and Chiba. 

Considerably high population density of snails, though somewhat different according to 

each habitat, was observed in all areas surveyed except those along the river Arakawa. 

2) Metacercariae of Clonorchis sinensis were found in the fresh-water fishes, Pseudorasbora 

parva collected at Kitakawabe, Shiraoka, Iwatsuki and Sango, Gnathopogon elongatus at Kita-

kawabe and Sango, Rhodeus ocellatus at Kitakawabe. The average number of metacercariae 

found in a fish were, in general, higher in those collected in northern than in southern areas. 

3) Adult flukes of this species were experimentally obtained. by feeding cats on fresh-

water fishes, P. parva, G. elongatus, R. ocellatus and Hemibarbus barbus collected at Kita-

kawabe, Sango and Kasukabe. The inspection of questinnaire relating to the food habit of the 

people in these areas, indicates that these fresh-water fishes, especially H. barbus may presumablly 

・serve as a causative agent of human clonorchiasis. 

4) The stool examination had been carried out in 17,750 inhabitants in these areas, 993 

of which were positive for the clonorchis egg. The incidences of the infection among the people 

in northern areas were significantly higher than those in southern. The distribution of egg-

positive persons is closely corresponding to that of the host snails. 

(57) 
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